
安全に関する記号 記号の意味 

取り扱いを誤った場合、けがをしたり、商品が破損することが 
予想されることを示します。 

「必ず行っていただく事」を示しています。 

してはいけないことを示しています。 

販売店／工事店様へ  この説明書は、施工後必ずお客様へお渡しください。 

この取扱説明書は、 
いつでもお読みいただけるよう 大切に保管 してください。 

お客様用保存版 
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1 安全のために必ずお守りください 

2 各部の名称 

■基本体

基本体を移動する際は、陳列商品と棚板などのオプショ
ンパーツを外してください。製品の倒壊やオプション
パーツが落下し、けがをするおそれがあります。
※取り外し方法は、組立順序 P6 ～ 8 を参照してください。

お願い 
商品陳列の際は静かに載せてください。衝撃が加わるような
陳列をした場合、耐荷重以下であっても破損や変形が生じる
おそれがあります。 

キャスター仕様の場合、移動する際は床面の配線カバー、レー
ルなどの障害物は必ず避けて移動してください。無理に障害
物を越えようとすると、製品が破損するおそれがあります。 
 

アジャスター仕様の場合は、製品を引きずらないで持ち
上げて移動してください。製品の倒壊やパーツが落下
し、けがをするおそれがあります。 

商品陳列以外の目的で使用しないでください。 

床板より大きいサイズの棚板を使用しないでください。
製品が転倒し、けがをするおそれがあります。 

エンド枠に商品陳列する際は、必ず先に基本体から商品
陳列を行ってください。エンド枠側に転倒して大けがを
したり、陳列商品が破損することがあります。 

キャスター仕様 アジャスター仕様
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3 ご使用上の注意 

■オプションパーツ 

ご使用にあたっては、以下の点をお守りください。

●キャスター仕様の場合は、水平な場所でストッパーをかけて使用してください。 

●屋外などの雨のあたる場所及び湿気の多い場所でのご使用は避けてください。製品が錆びる原因になります。 

●連結金具は、適切な数(両面：上下・両面４箇所　片面：上下２箇所)を取り付けてください。 
　また基本体を移動する際、連結金具は外してください。 

●エンド枠に取り付けできる棚板は奥行きD300までです。 
　丸パイプブラケット、角バーブラケット、フックの奥行きはD300までです。 
　但し、角バーブラケットにフックを取り付ける場合は、角バーブラケットとフックの奥行きを合わせてD300までです。 
　※耐荷重は、耐荷重性能値 P4を参照してください。 

4 お手入れについて
安全に長くご使用いただくために、定期的に清掃・点検してください。

●汚れは、水を含ませた柔らかい布で拭き取ってください。タワシなどの硬いものでこすると表面に傷がつき腐食の原因になりますの
で、使用しないでください。

●水拭きで取れない場合は、薄めた中性洗剤を含んだ柔らかい布などを使って拭き取ってください。洗剤使用後は水拭きし、乾いた布
で水分を拭きとってください。

●異常を発見した場合は、使用を中止してください。

●エンドにD300を超える奥行きのオプションパーツを使用する場合は、エンド枠ではなく片面什器をお使いください。

背面プラパネルセット 

KV棚板（別途手配品） 

R-15棚板（別途手配品） 

サイドネットR 

エンド枠 
サイドネットL 

連結金具 

300まで 

棚板 

300まで 

角バーブラケット 
+フック 

300まで 
フック 

丸パイプブラケット 

角バーブラケット 

KV棚板用ベース受け 

PR-R15棚板用ベース受け 
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5 不具合対応について 
不具合が発生した場合そのままにしておくと、製品破損や人身事故などの原因になるおそれがあります。
次のような不具合がないか常時点検して処置してください。

6 製品仕様について 
【主な材質と表面仕上げ】 ※基本体のみ

以上の処置をしても直らなかったり現象・原因が見あたらない場合は、販売店様または、当社支店・営業所に相談してください。

基本体が水平な状態になるよう、
アジャスターで調整してください

キャスターのゆるみ スパナでキャスターを増し締めしてください

車輪の隙間にほこり・ごみ等がついている

ストッパーがかかっている

ほこり・ごみ等を取り除いてください

ストッパーを解除してください

基本体が水平な状態ではない

組み立て手順に従い、正しく取り付け直してください

組み立て手順に従い、正しく取り付け直してください

現象・兆候 考えられる原因 対処方法 

ガタつき 

エンド枠・サイドネットが 
傾く、外れる 

爪の引っ掛りが浅い 
爪がしっかり引っ掛かっていない 

ベース受けが逆向きで取り付いている 
床板とベース受けがきちんと納まっていない 

床板ががたつく、 
傾く、跳ね上がる 

キャスターが 
動きにくい 

部位 

本体 

キャップ 

キャスター 

材質 

スチール製

ABS樹脂

ナイロン・スチール製

表面処理 

メラミン焼付塗装 

－ 

－ 

【柱モジュール】

STA-50 

【耐荷重性能値】

アジャスター キャスター 
本体：W900×D800×H1500 
棚板：W900×D400 

エンド枠：W750×H1500 
棚　　板：W750×D300 

本体：W900×D800×H1500 
棚板：W900×D400 

STA-40 
STA-50 

50kg 
60kg 

70kg 
80kg 

STAエンド枠 

16 

9
16 
9 
16 

50 

STA-40 

16 

9 
16 
9 
16 

40 

片面棚
板合計

 

片面棚
板合計

 

片面棚
板合計

 

片面棚
板合計

 

※D300の棚板合計の等分布静荷重です。 
※角バーセットまたは、丸パイプセットを使用する場合は先端荷
重となる為、上記荷重の半分になります。 
※取り付け可能な棚板等の奥行きについては、ご使用上の注意を
参照ください。 

※D400の棚板合計の等分布静荷重値です。
※耐荷重性能値は移動時の耐荷重を保証したものではありません。

1500 

750 棚板合計 

20kg 
棚板合計 

20kg 
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7 組立手順 

■部品一覧

■ご用意していただく工具

基本体

オプション

■エンド枠 

■KV棚板用ベース受け 

■電動ドライバー ■マイナスドライバー 

■R-15棚板用ベース受け ■連結金具 

■サイドネット ■背面プラパネルセット 

■上レール…1 ■背面プラパネル…1 ■側レール…2 

■なべテクスねじ…4 
　（φ3.5×10） 

◎サイズ：17 ◎サイズ：14　※厚さ4㎜以下 

■下レール…1 

左用 右用 

上レール 下レール 

※背の高い方が上レールです。 

■スパナ 

上下レールの見分け方

キャスター仕様 アジャスター仕様
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オプションパーツの取付方法 

基本体の柱キャップを外します。 1 

上下レールをなべテクスねじで、基本体に固定し
ます。　【※電動ドライバーが必要です。】 

1 背面プラパネルの両端に側レールを挟み込み、上
下レールにいれます。 

2 

①エンド枠または、サイドネット上・下部金具を
基本体の柱上部と脚部の角孔に引っかけます。 

②柱キャップを付けます。 

2 

マイナスドライバーを使うと 
外しやすいです。 

■エンド枠・サイドネット

■背面プラパネルセット

① 

② 

エンド枠の場合

エンド枠 

基本体 

① 

② 

サイドネットの場合

基本体 サイドネット 

引っ掛け方詳細 引っ掛け完成図

基本体 

基本体 

柱キャップ 

上部金具詳細 下部爪詳細

基本体 
上レール 

上レール 

下レール 

側レール 

背面プラパネル 

背面プラパネル 

下レール 

なべテクスねじ 

※標準型50のみです。 ツインパネルの場合

中央の孔を使用 両端の孔を使用 

マイナスドライバー 

①下部金具を脚部の角孔に差し込みます。
②上部金具を柱上部に引っ掛けます。

① 

② 

エンド枠または 
サイドネット 

6 



KV 棚板用ベース受けを基本体の脚上面後部ス
リットに（左右2ヶ所）取り付けます。

1

KV 棚板後爪を KV 棚板用ベース受けの切欠き
部に入れます。

2

■KV棚板用ベース受け

PR-R15 棚板用ベース受けを基本体の脚上面前
部スリットに（左右2ヶ所）取り付けます。

1

PR-R15 棚板前爪を PR-R15 棚板用ベース受
けの切欠き部に入れます。

2

■PR-R15棚板用ベース受け

基本体脚

基本体脚

基本体脚

KV棚板用ベース受け

KV棚板用ベース受け

KV棚板（別途手配品）

PR-R15棚板（別途手配品）

PR-R15棚板用ベース受け

D350の場合

D400の場合

※棚板の奥行で取付ける
　向きが異なります。

取付詳細

取付詳細

納まり詳細

①棚板後部の爪部分をベース
受けの溝に入れます。

②棚板を手前に引いてベース
受けの引っ掛け部分にあて
ます。

※KV棚板後部を基本体下連結にもぐりこませて、
　基本体脚に載せます。

納まり詳細

①棚板前部の爪部分をベース
受けの溝に入れます。

②棚板を手前に引いてベース
受けの引っ掛け部分にあて
ます。
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基本体を並べて、スリットに連結金具を上下・両
面4ヶ所（片面は上下2ヶ所）引っ掛けます。 

1 

■連結金具

キャスターをスパナ（サイズ17）で締めます。

■キャスター

基本体

連結金具

①
②

引っ掛け詳細

締まる

緩む
キャスター

スパナ（サイズ17）

アジャスターを指で回しにくい場合は、

スパナ（サイズ14　※厚さ4㎜以下）で調整します。

■アジャスター

下がる

上がる

アジャスター

スパナ（サイズ14）
※厚さ4㎜以下

● 本取扱説明書・対象商品は、予告なく仕様変更・廃止する場合があります。
● 内容についてご不明な点は、最寄りの当社支店・営業所までお問い合わせください。
● 掲載内容の全部、または一部の複写・複製・転訳載、及び磁気・光記憶媒体への入力等を禁じます。これらの許諾は当社にご照会ください。

この取扱説明書を紛失した場合または、製品に貼付したラベルが損傷した場合は、再発行しますので、
お気軽にお求めの販売店様、または最寄りの当社支店・営業所へご連絡下さい。
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